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平成26年度 新規事業候補箇所説明資料
（高規格幹線道路）

①一般国道5号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路（共和～余市）① 般国道5号（北海道横断自動車道）倶知安余市道路（共和 余市）

② 般国道42号（近畿自動車道紀勢線）熊野道路②一般国道42号（近畿自動車道紀勢線）熊野道路

③一般国道42号（近畿自動車道紀勢線）すさみ串本道路

④一般国道497号（西九州自動車道）松浦佐々道路



一般国道５号（北海道横断自動車道） 倶知安余市道路(共和～余市)に係る新規事業採択時評価
くっ ち ゃん よ いち きょうわ よ いち

・新千歳空港から国際的観光地ニセコへの速達性を確保し、観光立国の推進に貢献

・約30年周期で噴火を繰り返す有珠山噴火など災害リスクに備えたルートの確保（現道の国道5号は道内最多の冬期スタック区間や、大型車通行支障箇所等が存在）
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R5経由480件/年
(後志地域→札幌･小樽)

小樽市

札幌市

※うち札幌228件、小樽252件

229 520件未満

救急搬送件数(H23)

１．事業概要

・起 終 点：北海道岩内郡共和町字国富～北海道余市郡余市町登町
いわ ない きょうわ ちょう くにとみ よ いち よいちちょう のぼりちょう ・後志地域の救急搬送は、緊急性の高い
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501件～

・延 長 等：２７．６ｋｍ（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋm/h）

・全体事業費：約１,０９０億円

・起 終 点：北海道岩内郡共和町字国富～北海道余市郡余市町登町

余市～小樽
よ いち

（NEXCO事業中）
お たる

対象区間

血管疾患に対応可能な２次医療施設のあ

る小樽市や３次医療施設のある札幌市へ

依存(図５)
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高次医療60分カバー圏

後志地域３．整備効果
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効果１ 個性ある地域の形成 [◎]

岩
内
郡
共
和
町

市
郡
余
市
町

い
わ
な
い
き
ょ
う
わ

ち

よ
い
ち

乗用車 小型貨物 普通貨物

約8,800台/日 約800台/日 約2,500台/日

・計画交通量：約１２，1００台／日

200

図５ 後志管内発救急搬送流動状況（H23）
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しん ち とせ

しん ち とせ

・新千歳空港や札幌からニセコエリアへの速達性が向上し、
観光立国の推進に貢献(図６) 

さっぽろ

約１70分

２割短縮
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黒松内道路

L=4.7km
(H21.11.7供用)

くろまつない

黒松内JCT
さっぽろ

新千歳空港～ニセコエリア間の所要時間

現況 約１７０分 → 整備後 約１３５分（約３５分短縮）

札幌～ニセコエリアの所要時間

後 縮

約１70分

約135分 約140分

約105分

小樽港小樽港

小樽IC
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337
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0
新千歳空港－ニセコ 札幌－ニセコ

２．道路交通上の課題
図１ 広域図

【観光】
線形不良箇所の稲穂峠
などを経てニセコエリア

効果２ 安全で安心できるくらしの確保 [◎]
図２ 事業位置図

現況 約１４０分 → 整備後 約１０５分（約３５分短縮）

図６ 新千歳空港・札幌
～ニセコエリアの所要時間

しんちとせ さっぽろ

〇災害への備え
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道路交 課題 などを経て セコ リア
へアクセス

後志地域➀地域経済・地域社会等

・後志地域は国際的な観光地である“ニセ
しりべし

セ リアの所要時間
（H24冬期プローブデータ）

・通行支障箇所の解消により、物流の効率化及び代替機能の向上が図られ、函館方面と小樽港な

ど道央圏との交流を支援

はこ お たる

どうおう

だて
・高速ネットワークを構築することで災害･緊急時の迅速な救援･避難に貢献

新千歳空港新千歳空港

苫小牧港苫小牧港

美笛峠

中山峠

黒松内
JCT 37

453

230

36

276５
276

新千歳空港コ”を有し、年間約1,900万人の観光入込

客があるが、新千歳空港や札幌からの移動

に時間がかかるなど、アクセス性が課題

しん ち とせ さっぽろ
物流効率化に資する大型車通行支障箇所の解消

現況 ２箇所 → 整備後 ０箇所

物流の支障となる峠や市街地の通行を回避 （写真１）

室蘭港室蘭港
229

230 235

275

図３ ニセコエリアの状況

時間 るな 、アク 性 課題

(図３)

海

凡　　　例

➁災害・緊急時

後志 胆振地域は約30年周期で噴
しりべし い ぶり スタック発生回数

道内最多(年平均21回)

写真１
道内最多の冬期スタック箇所 （稲穂峠）

【発生回数年平均21回（H23 24）】

いなほ

現況（峠） １区間 → 整備後 ０区間

現況（市街地） ３区間 → 整備後 ０区間

〇医療施設へのアクセス向上
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ＵＰＺ
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札札

小樽港
余市市街地

日本海

太平洋側ルート

代替路・救援ルート

高規格幹線道路
一　般　国　道

国際コンテナ
輸送ルート

狭小トンネル

・後志･胆振地域は約30年周期で噴

火を繰り返す有珠山や樽前山が存

在。

う す ざん たるまえざん

道内最多(年平均21回) 【発生回数年平均21回（H23,24）】

倶知安～小樽間の所要時間岩内～小樽間の所要時間
いわない くっ ちゃ ん お たるお たる

くっ ちゃ ん いわない お たる

・倶知安・岩内方面から小樽・札幌市内の高次医療施設への搬送時間が短縮、また、安静搬送によ
り患者の負担が軽減される等、救急医療を支援。

さっぽろ

（現況：H25プローブデータ）

5 230
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276
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中山峠

笛峠

倶知安峠

前回噴火から
３３年が経過

火山災害時には国道
５号に交通が転換

主要渋滞箇所

※UPZ：緊急時防護措置準備区域

▼H12噴火時の本州札幌間
宅配貨物輸送状況

・国道５号は、太平洋側ルートの代

替路や原発周辺地域の避難経路等

として、災害・緊急時に重要な役

倶知安～小樽間の所要時間
現況 ６７分 → 整備後 ５７分（１０分短縮）

岩内～小樽間の所要時間
現況 ７０分 → 整備後 ５８分（１２分短縮）

倶知安～札幌間の所要時間
現況１０３分 → 整備後 ８０分（２３分短縮）

岩内～札幌間の所要時間
現況１０６分 → 整備後 ８１分（２５分短縮）

さっぽろいわない くっ ちゃ ん さっぽろ

函館方面

笛峠
樽前山

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用：854億円※2 総便益：1,520億円※2

事 業 費 782億円
・走行時間短縮便益：1,338億円

太平洋

【物流】

函館～札幌間が鉄道
→トラックに転換

宅配貨物輸送状況

平時 災害時災害時
輸
送
時

７時間遅延

、災害 緊急時 重要な役

割を担う路線であり、冬期スタッ

クの発生、大型車通行支障箇所、

市街地等の交通混雑などの課題が

現況１０３分 整備後 ８０分（２３分短縮）現況１０６分 整備後 ８１分（２５分短縮）

函館方面

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H25年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

1.8 7.6%
・事 業 費：782億円

・維持管理費： 73億円
・走行費用減少便益： 131億円

・交通事故減少便益： 50億円
図４ 有珠山噴火災害による交通の

転換と国際コンテナ輸送ルート

う す ざん

前回噴火から
１４年が経過

【物流】
国道５号の狭小トンネルを避
けるため、道南から小樽港へ
向けた国際コンテナは大幅な
迂回を強いられる

資料：H12噴火時の影響についての

ヒアリング （宅配業者）

0 10 20

１７時間 ２４時間２４時間
時
間

(時間)

市街地等の交通混雑などの課題が

存在し、迅速な救援・避難活動等

への影響が懸念(図４)

aono-y276
タイプライターテキスト
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一般国道５号（北海道横断自動車道） 倶知安余市道路(共和～余市)に係る新規事業採択時評価
くっ ち ゃん よ いち きょうわ よ いち
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ち 主要渋滞箇所・事故危険区間

稲穂トンネル
島付内トンネル

稲穂峠

（国際ｺﾝﾃﾅ通行支障ﾄﾝﾈﾙ）
（国際ｺﾝﾃﾅ通行

事故危険区間 主要渋滞箇所 事故危険区間

大川交差点
おおかわ

いなほ

しまつけない

いな ほ町

字

国
富

ち
ょ
う

く
に
と
み

主要渋滞箇所 事故危険区間

黒川交差点
くろかわ

9,064台/日

大江市街地２

地すべり
地形 地すべり

地形
史跡

地すべり地形 農業空港

（国際ｺﾝﾃﾅ通行
支障ﾄﾝﾈﾙ）

富み

凡　　例

変電所

地すべり地形(仮)共和ＩＣ

地形
埋蔵文化財 地すべり地形

(仮)仁木南ＩＣ
(仮)仁木ＩＣ (仮)余市ＩＣ

事故危険区間

に き みなみ

に き よ いち

きょう わ

7,487台/日

16,973台/日対象区間

調査中区間

高速道路 事故危険区間
・主要渋滞箇所

国富交差点
くにとみ

北海道横断自動車道

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

余市～小樽
H30開通予定

その他の道路

主要渋滞箇所

事故危険区間

標準横断図 （単位：ｍ）

土工部 トンネル部橋梁部

　　
コントロールポイントコントロールポイント

曲線半径（R<150m）曲線半径（R<150m）

縦断勾配（ｉ > 5%）縦断勾配（ｉ > 5%）

共和IC
(仮称)

きょうわ

起点 終点
よいち

余市IC
（仮称）

(約300m) (約80m)
(約70m)

(約40m)

トンネル構造

橋梁構造橋梁構造

〇〇台/日
交通量(H25秋期)
※ﾄﾗﾌｨｯｸｶｳﾝﾀｰﾃﾞｰﾀ
交通量(H25秋期)
※ﾄﾗﾌｨｯｸｶｳﾝﾀｰﾃﾞｰﾀ

(仮称)
（仮称）

7,243台/日 (約560m)

(約40m)

(約100m)

(約40m)

(約140 )

(約120m)

(約170m)

(約90m)

(約80m)

(約560m)

(約50m)

(約3760m)
(約100m)

(約120m)

(約140m)

(約90m)

全体延長：27.6km
土工延長：19.6km（71%）
橋梁延長： 3.0km（11%）

倶知安市街地 ※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図50000（地図画
像）を複製したものである。（承認番号 平25情複、第802号）

(約1230m)
橋梁延長 3 （ %）
トンネル延長：5.0km（18%）
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一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線） 熊野道路に係る新規事業採択時評価
く ま のき ん き き せ い

• 南海トラフ巨大地震時の津波による地域孤立の危機を回避（並行する国道４２号の７割を越える区間が浸水）

• （鬼ヶ城トンネルが途絶した場合）代替路がないリスクポイントである鬼ヶ城トンネル区間を強化
お に が じ ょ う お に が じ ょ う

３．整備効果１．事業概要
ヘリポート

東紀州（紀南）広域防災拠点
ひがしきしゅう きなん

・起 終 点： 三重県熊野市大泊町～熊野市久生屋町
・延 長 等： ６．７km

（第１種第３級 ２車線 設計速度 ８０km/h）

く ま の お お ど ま り ち ょ う く ま の く し や ち ょ う 効果１ 防災・災害時の救助活動等［◎］

・東紀州（紀南）広域防災拠点が、津波浸水時にも機能する高速道路

ネットワークと接続され、本来の拠点機能を発揮。【図３】

リポ ト

備蓄倉庫

ひがしきしゅう き な ん

（第１種第３級、２車線、設計速度 ８０km/h）

・全体事業費：約２７０億円

・計画交通量： 約６，９００台/日

く ま の

熊野道路

機

・熊野道路が整備されると、津波浸水時に名古屋側からの救援ルー

トが確保され、東紀州南部地域の孤立の危機を回避。【図３】

備蓄倉庫

出典：三重県熊野県民センターホームページ

おにがじょう

鬼ヶ城トンネル区間
代替路なし

脆弱な救援ルート存在

く ま の な ご や

ひがしきしゅう
くまの

県県
乗用車 小型貨物 普通貨物

約３，７００台/日 約１，１００台/日 約２，１００台/日
新宮市

熊野尾鷲道路
(Ⅱ期）
延長5.4km

おわせみなみ

尾鷲南IC

熊野市
代替路なし

169御浜町紀宝町

熊野IC

脆弱な救援ル ト存在
く ま の お わ せ

きほう ちょう

しんぐう

みはまちょう

くまの

くまの

対象区間 延長６．７ｋｍ
おわせきた

尾鷲北IC

お わ せ

尾鷲市

① 防災・災害時の救助活動等

南海ト 巨大地震発生時※には 対象区間と並行

２．道路交通上の課題
熊野大泊IC

熊野新鹿IC

ネットワークの
多重化が実現済熊野尾鷲道路

延長18.6km

三重県熊野市大泊町
みえけんく ま の おおどまりちょう

くまのおおどまり

熊野大泊IC

尾鷲南IC

一般国道42号
東紀州南部地域の

地域孤立の危機を回避

紀宝IC

く ま の

熊野市

く ま の お わ せ

ひがしきしゅう

きほう

くまのおおどまり

くまのあたしか

国道42号 標高
国道42号 浸水高さ（三重県平成23年10月版）

・南海トラフ巨大地震発生時※には、対象区間と並行

する国道４２号の７割を越える区間が浸水し、そのう

ち鬼ヶ城トンネル区間には代替路が無いため、

事業中区間

対象区間

津波浸水区域※1

延長6.7km

三重県熊野市久生屋町
みえけん く ま の くしやちょう

三
重
県

和

くまの

熊野IC

一般国道42号
熊野道路

地域孤立の危機を回避

おにがじょう

く ま の

ひがしきしゅう

国道42号 浸水高さ（三重県平成23年10月版）

熊野道路 計画路面高
くまの

みはま ちょう

御浜町

きほう ちょう

紀宝

熊

野

川

熊

野

川

尾鷲総合病院 尾鷲市② 住民生活

東紀州南部地域が孤立する恐れがある。【図２、３】

図３ 国道４２号の津波浸水エリア

津波による浸水箇所

効果２ 住民生活 ［◎］

・高速ネットワ クの整備により第二次救急医療施設への搬送

新宮紀宝道路
延長2.4km

和
歌
山
県

し ん ぐ う き ほ う

おわせ

ひ き ゅう

おわせ

※今後３０年でM８～９クラスの規模が60～70％の確率で発生
（出典：文部科学省地震調査研究推進本部 2013/5/24）

おわせ

尾鷲総合病院
（第二次救急医療施設）

紀宝町
しんぐう

新宮市
※1 三重県：H23.10版（東海・東南海・南海地震同時発生時における津波浸水予測図）

尾鷲総合病院
（第二次救急医療施設）

熊野大泊IC

熊野市

尾鷲市

③ 地域経済 地域社会等

② 住民生活

・尾鷲総合病院は、東紀州南部地域の重篤患者を受け

入れており、搬送時間の速達性確保が課題。【図４】

・高速ネットワークの整備により第二次救急医療施設への搬送

時間が短縮。【図４】

東紀州（紀南）広域防災拠点～尾鷲総合病院※１間
３４分→２４分（１０分短縮）

311

42
図１ 事業位置図

169

お わ せ ひがしきしゅう

ひがしきしゅう き な ん おわせ

くまの

くまの

（第二次救急医療施設）

熊野大泊IC
くまのおおどまり

くまの

熊野IC

対
象
区
間

：第二次救急医療施設

供用中の高規格幹線道路

凡例

：対象区間

：第二次救急医療施設

供用中の高規格幹線道路

凡例

：対象区間

御浜町

紀宝町

新宮市

リスクポイント
（鬼ヶ城区間）

・国道４２号は、熊野市内唯一の幹線道路であり、鬼ヶ城トンネルには代替路が無いため、事故等に

よる通行止めが発生した場合、東紀州地域が熊野市で分断し、観光産業等への影響も大。【図２】

③ 地域経済・地域社会等

効果３ 地域経済・地域社会等 ［○］

※１ 尾鷲総合病院の圏域人口は約４万人、年間外来患者数は約５万４千人。

３４分→２４分（１０分短縮）

42

おにがじょう

リスクポイント
おにがじょう

（鬼ヶ城区間）く ま の

ひがしきしゅう く ま の （現況： Ｈ２５プローブデータ）

しんぐう

きほうちょう

みはまちょう

くまの

おわせ

：第二次救急医療施設

凡例

：対象区間

熊野IC
くま

熊野古道
くまの

：供用中の高規格幹線道路

：事業中の高規格幹線道路

：未事業化区間

：供用中の高規格幹線道路

：事業中の高規格幹線道路

：未事業化区間

新宮市
効果 域経済 域社 等 ［ ］
・代替路の確保により、事故等による道路の寸断が

回避され、東紀州地域間の連携が強化。【図２，４】

・熊野古道をはじめ東紀州南部地域の観光地への

ひがしきしゅう

169

ネットワークの多重化が実現

唯一の幹線道路である国道４２号が
津波浸水すれば地域として孤立の危機

しんぐう

至 新宮

おわせ

至 尾鷲

ひがしきしゅう きなん

東紀州（紀南）広域防災拠点

311

熊
く ま の

ひがしきしゅう

熊野速玉大社
くまのはやたまたいしゃ

熊野速玉大社
くまのはやたま

：供用中の高規格幹線道路

：事業中の高規格幹線道路

：対象区間

：未事業化区間

：観光地

安定的な経路が確保され、観光産業へ寄与。【図４】
図４ 東紀州南部地域の第二次救急医療施設と観光地

ひがしきしゅう42

311

対象区間

ネットワ クの多重化が実現

おにがじょう

鬼ヶ城トンネル

ひがしきしゅう きなん

東紀州（紀南）
広域防災拠点

くまの

熊野ＩＣ

く ま の あ た し か

く ま の

熊野市役所

熊野市

■大規模災害に対するネットワークとしての防災評価 ■費用便益分析結果

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し 費用と比較したもの）①主要都市 拠点間の防災機能評価※

42

津波 水 ※1

くまのおわせ

熊野尾鷲道路

おにがじょう

鬼 城 ネ

おわせ

至 尾鷲く ま の

熊野市役所

くまのおおどまり

熊野大泊ＩＣ

く ま の あ た し か

至 熊野新鹿ＩＣ
（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用：１８１億円※2 総便益：１９０億円※2

1.1 4.3%
・事 業 費：１６６億円

・維持管理費： １４億円

・走行時間短縮便益：１８２億円

・走行経費減少便益：５．１億円

・交通事故減少便益：２ ９億円

①主要都市・拠点間の防災機能評価※

〔新宮市～熊野市の評価〕 【図５】
現況Ｄ → 整備後Ｂ（一部事業化） [◎] 

②市町村間等の連結性評価

改善度： 2 3 [◎]

しんぐう

至 新宮

311津波浸水区域※1

※1 三重県：H23.10版
（東海・東南海・南海地震同時発生時における津波浸水予測図）

図２ 熊野市内の道路ネットワーク状況

鬼ヶ城トンネル

くまの

おにがじょう

代替路がなくリスクポイントの鬼ヶ城トンネル区間
※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年(Ｈ２５年)における現在価値を記載

（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

図５ 現況の評価レベル

※新宮市～熊野市間の整備の有無について評価
整備後は当該リンク全線が整備済と仮定

・交通事故減少便益：２．９億円改善度： 2.3 [◎]
（弱点度）整備前：37.5

整備後：16.4

A B C D
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一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線） 熊野道路に係る新規事業採択時評価
く ま のき ん き き せ い

(

起) 

熊野道路 延長6.7ｋｍ

(

終) 

くまの

しんぐう きほう

新宮紀宝道路 延長2.4km
H25事業化

三
重
県
熊

三
重
県
熊 くく

く ま の

熊野道路 く ま
三重県

H22：21,000台/日
しんぐう おおはし

新宮大橋南詰
交差点

ひがきしきゅう きなん

東紀州(紀南)広域防災拠点

熊
野
市
大
泊

熊
野
市
久
生

く
ま
の

お
お

く
ま
の

く

熊野道路 く ま の

熊野市

たなべ

至 田辺
たなべ

至 田辺

三重県

しんぐう

新宮高校前
交差点

なるかわ

成川交差点

くまの

熊野消防署
きほうきほう

きなん

紀南病院

泊
町

生
屋
町

お
ど
ま
り
ち
ょ
う

し
や
ち
ょ
う

熊野IC
(仮称)

くまのくまの

み は ま ちょう

御浜町き ほ う ちょう

紀宝町
し ん ぐ う

新宮市

和歌山県

しんぐうしんぐう

はしもと

橋本交差点

熊野消防署

紀宝IC
(仮称)

紀南病院

熊野大泊IC
くまのおおどまりくまのおおどまり

う

しんぐう

新宮市立医療センター

H22：15,208台/日しんぐうきたしんぐうきた

新宮IC
(仮称)

みはま

御浜町役場
しんぐう

新宮市消防本部

H22：3,099台/日

しんぐう

新宮市役所

熊野大泊IC

那智勝浦道路
な ち かつうらな ち かつうら

く

たなべ

至 田辺
たなべ

至 田辺 おわせ

至 尾鷲
おわせ

至 尾鷲

新宮北IC(仮称)しんぐうしんぐう くまの

新宮北IC
(仮称)

くまの

熊野市役所
きほう

紀宝町役場

おにがじょう

鬼ヶ城トンネル区間

那智勝浦道路
H20開通

熊野尾鷲道路
く ま の お わ せく ま の お わ せ

ま

の

紀宝IC(仮称)

紀宝IC(仮称)

熊野IC(仮称)
新宮北IC(仮称)

熊野大泊IC
トンネル
L=605m

新宮IC(仮称)
しんぐうしんぐう

きほうきほう

きほうきほう
くまのおおどまり

H25開通

橋梁
L=814m

橋梁

橋梁
L=86m

トンネル
L=1090m

橋梁

トンネル
L=1380m

トンネル
L=885m

橋梁橋梁

橋梁
L=230m

橋梁
L=140m

橋梁
L=510m

橋梁
L=65m

橋梁
L=75m橋梁

L=130m橋梁
L=45m

対象区間 全体延長 ６ ７ｋ対象区間

調査中

一般国道

主要地方道

○ ○ ○ 土工部 橋梁部 トンネル部

全体延長：６．７ｋｍ
土工延長：１．５ｋｍ（２２％）
橋梁延長：１．２ｋｍ（１８％）
トンネル延長：４．０ｋｍ（６０％）

一般都道府県道

主要渋滞ポイント

集落

津波浸水区域

イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができない
か、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度
ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削
除して挿入してください。

※1 三重県：H23.10版（東海・東南海・南海地震同時発生時における津波浸水予測図）

津波浸水区域

津波による浸水箇所

広域防災拠点

役場、消防、病院

※１

〔単位：m〕〔単位：m〕〔単位：m〕
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一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線） すさみ串本道路に係る新規事業採択時評価
くし もとき せいせん

・南海トラフ巨大地震時の津波により約６割の区間が浸水する唯一の幹線道路である国道４２号の代替路を確保（津波が３分で襲来。最大津波高１９ｍ）
・救急医療アクセスが困難な地域の改善（第３次救急医療施設まで６０分以内に到達可能な人口が約１万人増加）

１．事業概要

・起 終 点：和歌山県東牟婁郡串本町サンゴ台～西牟婁郡すさみ町江住
ひがし む ろ にし む ろく し も と ちょう ちょう え すみだい

③地域経済・地域社会等
・国道４２号は線形の厳しい箇所や災害リスクの

高い箇所が多く、安定した交通が確保されていな

３．整備効果

起 終 点：和歌山県東牟婁郡串本町サンゴ台 西牟婁郡すさみ町江住
・延 長 等：１９．２ｋｍ（１種３級、２車線、設計速度８０km/h）
・全体事業費：約７１０億円
・計画交通量：約７，４００台／日

写真１ 法面崩落状況

高い箇所が多く、安定した交通が確保されていな
いため、和歌山県南部の地域間連携に支障

３．整備効果計画交通量：約７，４００台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約４，６００台/日 約１，５００台/日 約１，４００台/日

効果１ 防災・災害時の救援活動等［◎］

・津波浸水予測区域を回避することを基本とし、最大津波高を考慮した十分な高さ
を確保することにより 災害時における安全性 信頼性を確保【図３】

写真１ 法面崩落状況

（串本町和深地先）
わ ぶかくしもとちょう

を確保することにより、災害時における安全性・信頼性を確保【図３】
・また、津波発生時の一時避難場所として活用するため、法面に避難階段等を設置
し、地域の避難活動を支援

すさ 串本

60m
（標高） すさみ町 串本町

すさみＩＣ(仮) 串本ＩＣ(仮)紀勢線計画高（27～54ｍ）和深ＩＣ(仮)

２．道路交通上の課題
図1 事業位置図

すさみ串本道路

20m

40m

最大津波高（17～19m）

①防災・災害時の救助活動等
・対象地域の道路は、国道４２号が唯一の幹線道路であり、南海トラフ巨大地震の
発生時には、津波が当該地域に３分で襲来することにより、約６割の区間が浸水し、

図３ 計画道路高と最大津波高

：紀勢線計画高 ：国道４２号現道高 ：最大津波高

0m 国道４２号現道高（2～39）ｍ

すさみ串本道路

襲
通行不能になると予測

・国道４２号沿線集落の方々（約１.４万人）の災害時の救命・救急活動が課題
・国道４２号は、台風などによる越波や大雨による法面崩落等によって通行規制が

効果２ 住民生活 ［◎］
・第３次救急医療施設への搬送時間を短縮するとともに６０分圏域が拡大【図２】

※南海トラフ巨大地震 最大津波高 和歌山県H25.3公表

：紀勢線計画高 ：国道４２号現道高 ：最大津波高

串本町役場 南和歌山医療セ タ 間 約 60分 約 49分(11分短縮)
くし もとちょう

過去１０年間（Ｈ１５～Ｈ２４）で２９回発生
②住民生活

・和歌山南部地域から最寄りの第３次救急医療施設へ６０分以内に到達できる人口は、効果３ 地域経済・地域社会等 ［◎］も

串本町役場～南和歌山医療センター間 ：約 60分 → 約 49分(11分短縮)

和歌山県南部地域の南和歌山医療センターへの60分圏域内人口
：約1.7万人→ 約2.5万人(0.8万人増)

※（H25プローブデータ）

事業中のすさみまで開通しても約４割(約１.７万人)であり、串本町役場から約６０
分かかるなど、搬送時間の短縮が課題【図２】

＜アンケート※で寄せられた意見＞

効果３ 地域経済 地域社会等 ［◎］

・線形が厳しい箇所、災害リスクが高い箇所を回避し、安定した交通を確保し和歌

山県南部の地域間連携を強化
線形が厳しい箇所 現況(国道42号現道) ６７箇所 ⇒ 整備後(すさみ串本道路) ０箇所

く し も と ちょう

■費用便益分析結果

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し 費用と比較したもの）

・益々高齢化が進む中で、救急車が毎日のように搬送
されているのを目に致します。一日も早く完成し、
地震や津波に強い、災害に強い道路をお願いします。

※ 近畿自動車道紀勢線（すさみ～太地）間における
新たな高速道路の計画に関する意見募集アンケ ト （Ｈ２４ ６ ７）

和歌山県

線形が厳しい箇所 現況(国道42号現道) ６７箇所 ⇒ 整備後(すさみ串本道路) ０箇所
災害リスクの高い箇所 現況(国道42号現道) ２３箇所 ⇒ 整備後(すさみ串本道路) ０箇所

■大規模災害に対するネットワークとしての防災評価

①主要都市・拠点間の防災機能評価 ※ （貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）新たな高速道路の計画に関する意見募集アンケート （Ｈ２４．６～７）

くし もとちょう こ ざ がわちょう

対象地域における
60分圏域人口

対象地域における
60分圏域人口の割合

現況
（すさみＩＣまで開通） １７，２９３人 ３７．３％

B/C EIRR※1 総費用：５２０億円※2 総便益：６２９億円※2

1.2 5.2%
・事 業 費：４７８億円

・維持管理費： ４２億円

・走行時間短縮便益：５２１億円

・走行経費減少便益： ７６億円

交通事故減少便益 億

①主要都市 拠点間の防災機能評価

　〔串本町～白浜町の評価〕 【図４】

　 現況D　→　整備後B　　　　　　[◎]

②市町村間等の連結性評価

　　改善度 ： 55.1                   [◎]

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年(Ｈ２５年)における現在価値を記載

（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

図２ 和歌山県南部地域の60分圏域図

和歌山県南部地域：すさみ町、串本町、古座川町、

那智勝浦町、太地町
すさみ串本道路

：開通済区間

：事業中区間

約60分

：未事業化区間

くし もとちょう こ ざ がわちょう

な ち かつ うらちょう たい じ ちょう

出典：時間圏域はH25プローブデータより算出
時間圏域人口はH22国勢調査0.5㎞メッシュ人口より算出

※串本町～白浜町間の整備の有無について評価
整備後は隣接事業中区間が整備済と仮定

維持管理費： ４２億円
・交通事故減少便益： ３２億円

図４ 現況の評価レベル

　　　（弱点度）整備前 ： 48.5

　　　　　　　　　整備後 ： 0.8860分圏域（現在）

南和歌山医療センターからの時間圏域

事業中区間供用後

対象区間供用後

60分圏域（現在）

事業中区間開通後

対象区間開通後
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近畿自動車道紀勢線 一般国道42号

くし もとき せいせん

一般国道４２号（近畿自動車道紀勢線） すさみ串本道路に係る新規事業採択時評価
くし もとき せいせん

すさみ串本道路 延長19.2㎞
くし もと

（起
）和東串サくひ

近畿自動車道紀勢線

（田辺～すさみ）

事業中 （終
）和西す

一般国道42号

那智勝浦道路

事業中７．１ｋｍ １２．１ｋｍ

た なべ
な ち かつ うら

和
歌
山
県

東
牟
婁
郡

串
本
町

サ
ン
ゴ
台

く
し
も
と
ち
ょ
う

ひ
が
し
む

ろ
ぐ
ん

だ
い

和
歌
山
県

西
牟
婁
郡

す
さ
み
町
江
住

すさみ町
に
し
む
ろ
ぐ
ん

ち
ょ
う

那智勝浦町
な

太地町
たい じ

え
す
み

ち かつ うら

すさみIC
（仮称）

住
古座川町
こ ざ がわみ

南紀田辺～すさみ

Ｈ２７

太地～那智勝浦

Ｈ２７
開通

すさみ町・串本町 津波到達時間３分
（和歌山県公表：Ｈ２５．３）

⇒ 国道４２号の約６割が浸水

くし もと

たい じ な ちかつうらなん き た なべ

和深IC
わぶか 太地IC

（仮称）

たいじ

H22:5,140台/日
開通 開通

写真２

国道４２号の約６割が浸水

たいじ

和深IC
（仮称）

（仮称）

串本町
くしもと

こざがわ

越波多発区間

凡 例

写真１

写真３

H22:3,502台/日
串本IC
（仮称）

くしもと

異常気象時

凡 例

：線形の厳しい箇所
（R＜120m（設計速度V=60km/ｈの特例値）の箇所）

：災害リスクの高い箇所H22:3,502台/日
（仮称）

異常気象時

通行規制区間 （法面崩落等の危険がある箇所）

異常気象時
通行規制区間

越波多発区間

写真２ 台風による越波状況

湯浅御坊道路
（４車線化）

【H２５事業化】

写真２ 台風による越波状況

(すさみ町江住地先)
えすみ

標準断面図（単位：ｍ）

ゆ あさ ごぼう

トンネル部
12.0

南海トラフ巨大地震 津波浸水想定図
（和歌山県公表：Ｈ２５．３）

Ｈ２５開通

Ｈ２５開通

橋梁部土工部

1.75 3.5 3.51.5 1.75
12.0

1.75 3.5 3.51.5 1.75
12.0

1.75 3.5 3.51.5 1.75

Ｈ２７開通
新宮紀宝道路【Ｈ２５事業化】

Ｈ１９開通
すさみ串本道路写真３ 線形が厳しい箇所

(串本町和深地先)
わぶかくしもとちょう

しんぐう き ほう

Ｈ２７開通
※年次は、年度を示す

(串本町和深地先)

すさみIC
（仮称）

和深IC
（仮称）

串本IC
（仮称）

わ ぶか くし もと全 体 延 長：１９．２km
土 工 延 長： ９．８km（５１％）
橋 梁 延 長： ３．９km（２０％）
トンネル延長： ５．５km（２９％）
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一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路に係る新規事業採択時評価
まつ うら さ ざ

• 救急医療アクセスが困難な地域の改善（第３次救急医療施設まで60分以内で到達できる平戸市の人口が２割増加）

• 現道の課題箇所を回避し、緊急時の避難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワークの形成

（国道204号や主要地方道佐世保吉井松浦線等は線形不良箇所が多く存在するなどの課題を抱える また 原発災害時の避難経路にも指定されている ）
さ せ ぼ よし い まつ うら

800
佐世保 平戸市・松浦市（万人/年）③ 地域経済・地域社会等

（国道204号や主要地方道佐世保吉井松浦線等は線形不良箇所が多く存在するなどの課題を抱える。また、原発災害時の避難経路にも指定されている。）

• 佐世保～平戸～松浦を周遊する観光ルートの強化、福岡市２時間圏（日帰り圏）の平戸市までの拡大により地域活性化を支援。

560 571
644

400

600

800

・平戸・松浦の過去２年の年間観光客数は横ばいで推移

・隣接する佐世保（ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ等）の観光客数は大幅に増

加しているが 佐世保～平戸～松浦間をつなぐ現道は

１．事業概要
③ 域経済 域社会等

ひら ど まつ うら

さ せ ぼ

玄海原子力発電所松浦佐々道路松浦佐々道路

起 終 点 長崎県松浦市志佐町浦免
まつ うら し さ うら めんちょう

ひら ど まつ うら

さ せ ぼ

長

佐世保は
増加

８０万人増加

横ばい
267 254 267

0

200

H22 H23 H24

加しているが、佐世保～平戸～松浦間をつなぐ現道は

線形不良等により走行性が悪く、周遊する観光ルート

が形成されていないため、平戸・松浦では観光需要を

取り込めていない【図４】

平戸市
今福IC
（仮称）

松浦IC
(仮称) 図４ 長崎北部地域の観光客数の推移

・起 終 点： 長崎県松浦市志佐町浦免

～長崎県北松浦郡佐々町沖田免

・延 長 等： １９ １km

きた まつ うら さ ざ おき た めんちょう

長
崎
県
松
浦
市

志
佐
町
浦
免

増加

平戸松浦
は横ばい

ま
つ
う
ら

し
さ
ち
ょ
う
う
ら
め
ん

まつうら

取り込めていない【図４】

３ 整備効果

平戸市
田平町

佐世保市
江迎町

調川IC
（仮称） 山代IC

（仮称）

楠久IC
（仮称）

佐賀県 凡 例

：整備前60分圏域

：整備後60分圏域

：第３次救急医療施設

・延 長 等： １９．１km
（第１種第３級、２車線、設計速度 ８０km/h）

・全体事業費：約８００億円

平戸江迎御厨IC（仮称）

江迎鹿町IC（仮称）

出典：長崎県観光統計

・長崎県総合計画（規格の高い道路の成果目標）において福岡市
２時間圏（日帰り圏）の平戸市までの拡大を目標として設定

ひら ど えむかえみくりや

えむかえしかまち

３．整備効果
効果１ 住民生活 ［◎］

佐世保市
鹿町町

佐世保市
吉井町 佐世保市

世知原町

相浦
中里IC

佐世保市

佐世保

伊万里西IC
（仮称）

伊
万
里
中

（仮
称
）

IC

佐々町

至

佐々IC
平戸市

松浦市
松
浦
佐

・計画交通量： 約１１,６００台/日
乗用車 小型貨物 普通貨物

約9 100台/日 約1 600台/日 約900台/日

長崎県北松浦郡

佐々町沖田免

６０分圏内に在住する
平戸市民が２割増加

・第３次救急医療施設までの救急搬送時間短縮による

さ ざ

きたまつうら

さざちょうおきためん

２．道路交通上の課題
ひら ど

中里IC
佐世保
中央IC

佐世保みなとIC

佐世保
大塔IC

佐世保
三川内IC

至

波
佐
見
有
田

IC図１ 事業位置図

凡 例

：供用区間

：事業中区間

：未事業化区間

：対象区間

佐々町

佐
々
道
路 佐世保市

佐世保市立総合病院

約9,100台/日 約1,600台/日 約900台/日 佐々町沖田免 ・第３次救急医療施設までの救急搬送時間短縮による
救命率の向上が期待される【図５】

※平戸市の６０分圏内人口比（離島除く）

現況５２％→整備後７１％（２割増加）

効果２ 防災・災害時の救助活動等［◎］
・現道の線形不良箇所や災害箇所等を回避し、緊急時の避
難等においても機能する信頼性の高い高速ネットワーク

図５ 第３次救急医療施設６０分圏域

佐世保市立総合病院

① 住民生活
福岡市から２時間圏

・平戸市の全人口(離島除く)のうち約
５割が第３次医療施設60分到達圏

ひら ど

現況

整備後
：線形不良箇所Ｒ＜100m

：幅員狭小区間Ｗ＜5.5m

凡 例

：原子力災害時避難経路

：土砂・落石災害箇所

現況５２％ 整備後７１％（２割増加）

（整備前：H25プローブデータ）

効果３ 地域経済・地域社会等 ［◎］
ひら ど

・佐世保～平戸～松浦を周遊する観光ルートが強化され

が形成される

まつ うらさ せ ぼ 松浦佐々道路

平戸 松浦佐世保～平戸～松浦
を周遊する観光ルート

平戸市
田平町平戸市

(仮)松浦IC
(仮)調川IC

５割が第３次医療施設60分到達圏

外に在住（3.3万人中1.6万人）
※６０分圏人口比（離島除く）５２％

幅員狭小区間Ｗ＜5 5 原子力災害時避難経路

※平戸市～佐世保市間所要時間

佐世保 平戸 松浦を周遊する観光ル トが強化され、
観光振興による地域活性化が期待される。【図６】

凡 例

600万人/年

300万人/年

観光客数

佐世保ひら ど さ せ ぼ
松浦市

凡 例

：整備前60分圏域

：第３次救急医療施設

平戸市民

佐々IC

現況５６分→整備後４０分（１６分短縮）
（現況：H25プローブデータ）

・平戸市が福岡市から２時間圏(日帰り圏)となることにより
新たな集客が見込まれ、観光振興による地域活性化が期待
される 【図６】

ひら ど

図６ 長崎北部地域の観光ルート

凡 例

：観光施設

300万人/年

150万人/年

H24長崎県観光統計
ハウステンボス

松浦市

佐々町

佐世保市

平戸市

佐世保市
江迎町

・線形不良箇所132箇所
・幅員狭小区間10区間
土砂 落石災害21回/10年

平戸市民
の５割が

６０分圏外
に在住

（現況：H25プロ ブデ タ）

（現況：H25プローブデータ）される。【図６】

② 防災・災害時の救助活動等

佐世保市立総合病院

図２ 第３次救急医療施設６０分圏域
佐世保市
世知原町

松
浦
佐
々

・土砂・落石災害21回/10年

B/C EIRR※1 総費用:６２１億円※2 総便益:７８２億円※2

■大規模災害に対するネットワークとしての防災評価 ■費用便益分析結果

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

①主要都市・拠点間の防災機能評価※

（現況：H25プローブデータ）

② 防災 災害時の救助活動等

・周辺の道路は線形不良箇所等の
課題を抱える箇所が多数存在し
ており、一部は原発の避難経路

佐世保市
鹿町町

佐世保市

佐世保市
吉井町

佐々町

々
道
路

B/C EIRR 総費用:６２１億円 総便益:７８２億円

1.3 5.3%
・事　業　費：５８５億円
・維持管理費：　３６億円

・走行時間短縮便益：６５６億円
・走行経費減少便益：　６９億円
・交通事故減少便益：　５８億円

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2 基準年(Ｈ２５年)における現在価値を記載

①主要都市 拠点間の防災機能評価

　〔平戸市～佐世保市の評価〕【図７】

　　現況Ｄ　→　整備後Ｂ　　　　　 　［◎］

②市町村間等の連結性評価

　　改善度 ： 1.7　　　　　　　　　 　　［◎］

（弱点度）整備前 ： 1 5ており、 部は原発の避難経路
に指定されているが、緊急時の
避難・救助活動における信頼性
は低い【図３】 図３ 長崎県北部地域の道路状況

佐世保市
小佐々町

佐々IC

※2：基準年(Ｈ２５年)における現在価値を記載
（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

※平戸市～佐世保市間の整備の有無
について評価

図７ 現況の評価レベル

　　（弱点度）整備前 ： 1.5

　　　　　　　　　整備後 ： 0.9　
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あ さ ひ あ つ み

一般国道４９７号（西九州自動車道）松浦佐々道路に係る新規事業採択時評価
まつ うら さ ざ

玄海原子力発電所
げんかい

山代～今福
H26開通予定

今福～調川
H29開通予定

調川～松浦
H30開通予定

つきのかわ まつうら いまふく つきのかわ やましろ いまふく

山代～今福
H26開通予定

今福～調川
H29開通予定

調川～松浦
H30開通予定

つきのかわ まつうら いまふく つきのかわ やましろ いまふく

北波多～谷口
H26開通予定

きた は た たにぐち

谷口～伊万里東
H29開通予定

松浦佐々道路 い ま り ひがしたにぐち

まつうら さ ざ

※未供用のＩＣ名は仮称※未供用のＩＣ名は仮称

［単位 ］
標準横断図標準横断図

［単位：m］

【【土工部土工部】】 【【橋梁部橋梁部】】 【【トンネル部トンネル部】】

計画縦断図計画縦断図
全体延長：19.1㎞

土工延長： 9.7㎞(51%)ひらど えむかえ みくりや えむかえ しかまち 土工延長： 9.7㎞(51%)

橋梁延長： 3.1㎞(16%)

ﾄﾝﾈﾙ延長： 6.3㎞(33%)

(仮)平戸江迎御厨ＩＣ (仮)江迎鹿町ＩＣ

(仮)松浦ＩＣ
まつうら

佐々ＩＣ
さ ざ

ひらど えむかえ みくりや えむかえ しかまち
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